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「レジリエンス（Resilience）」とは何か

• 物質や物体が跳ね返って，もともとの形になる能力，弾性

• 困難にも折れることなく，素早く回復する能力，強靭性

• 複雑かつ変化する環境下での適応力

• 中断や阻害を引き起こすリスクを運用管理する組織の力

雨降って、地固まる！

災い転じて、福となす！

Build Back Better！

ダメージを受ける前以上に，より良く立ち直る姿

バネの反発
ラグビーボールの

跳ね返り



「持続可能性」と「レジリエンス」
（Ｓｕｓｔａｉｎａｂｉｌｉｔｙ） （Ｒｅｓｉｌｉｅｎｃｅ）

• あらゆる事象を「想定外」とせず，いかなるダメージに

対しても，粘り強さをバネに，現状以上の改善を可能
とする仕組みが「レジリエンス」 ⇒

• 「持続可能性」と「創造性」の融合

持続可能性

レジリエンス

ショック・ストレス 時間推移

社
会
状
況 創造性

雨降って，地固まる
災い転じて，福となす



レジリエンスの対象

＜あらゆる「危機管理」に関わることがら＞
私たちが今後，直面する，持続可能性を脅かす危機とは何か？

それらの危機を引き起こす原因・主体者は何か？

突然襲いくる 外的ショック

大規模地震，河川の氾濫，テロ攻撃，集団感染など

じわじわと忍び寄る 内的ストレス

気候変動，環境汚染，人口減少（急増）・少子高齢化，地
域コミュニティの希薄化，貧困・経済格差，犯罪の増加，失
業・非正規雇用，など

＜決して災害に特化した概念ではない！＞

～SDGsとも共通のテーマ～



防災・減災とレジリエンス

自然を支配する「防災」概念からの脱却

災害による被害の縮減・未然防止＝「減災」へ！

自然災害においては，
想定外の事態は必ず起こる

人間は，自然や
地球を支配する
存在ではない！

想定外
を
排除

環境への
配慮

＜SDGs＞



都市レジリエンスの構成要素

適応力（Ａｄａｐｔｉｖｅ）
省察力（Ｒｅｆｌｅｃｔｉｖｅ）

頑強性（Ｒｏｂｕｓｔ）

余剰性（Ｒｅｄｕｎｄａｎｔ）

柔軟性（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ）

臨機応変力（Ｒｅｓｏｕｒｃｅｆｕｌ）

包摂性（Ｉｎｃｌｕｓｉｖｅ） 統合力（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ）



平成３１年度（令和元年度）
京都市予算編成方針から
（１）予算の基本姿勢

自然災害，人口減少，経済・子育て・地域コミュ
ニティなど，あらゆる現場での担い手不足など，都
市を取り巻く様々な危機が顕在化する中，「ＳＤＧ
ｓ」の達成と京都が培ってきた「レジリエンス」を，
本市行政のあらゆる分野を横断する都市経営の
理念として位置づけ「誰一人取り残さない，持続
可能なまちづくり」を推進する。

その上で，とりわけ，京都ならではの「文化」を基
軸にあらゆる政策分野を融合した施策の展開を
図る。



“あらゆる危機を乗り越え，２０年後，５０年後も，京都が京都であり続ける”

しなやかに強く

レジリエンス
持続可能な

SDGs
魅力あふれる

創生総合戦略



相互に密接に関連するレジリエント・シティの課題
～２０年後，５０年後の社会状況の変化を先取りするとともに，
それぞれの課題の隙間を埋め，相乗効果に転換する作業～













レジリエント・シティ実現のための手段
～行政として政策を点検・強化するための視点～

政策の融合・・・縦割り行政の徹底的排除

市民等との協働・・・幅広い市民との行動の共有

イノベーション・・・前例主義の打破，変革への挑戦

「想定外」の克服・・・危機に際しての柔軟な対応

ピンチをチャンスに・・・発想の転換，楽観主義



理念の共有・・・身近な生活でのレジリエンス

地域の絆・・・助け合い，支え合いの生活文化

多様な団体間の連携・・・あらゆるソーシャル・キャピタル

ライフスタイル・・・暮らしの美学，生き方の哲学

担い手の育成・・・次世代育成と生涯学習

～市民生活におけるレジリエンスの定着～



持続可能な開発目標
２０１５年
国連で採択
１７の目標
１６９の達成

基準

SDGsとの緊密な関係



持続可能な開発の3つの側面

• 持続可能な開発は、将来の世代がそのニーズを充足する能力を損なわ
ずに、現世代のニーズを充足する開発と定義

• 持続可能な開発を達成するためには、経済成長、社会的包摂、環境保
護という3つの主要素を調和させることが不可欠

国際連合広報局



SDGsの推進における留意点

新たな縦割りを作らない

～１７本の柱でできた樽に水を溜める作業～

それぞれの柱（目標）に隙間を作らず，融合を図る

あらゆる危機や課題に対し，

臨機応変に対応できる柔軟性や創造性が不可欠＝
レジリエンスの構築とも連動

SDGsとレジリエンスの融合こそ京都の強み
～ライフスタイル・施策・組織・運動の総点検を～



～京都が京都であり続けるために～

レジリエンスの理念を踏まえたSDGsの推進

• 京都市基本構想（２０００～２０２５）

• 京都市基本計画（２０１１～２０２０）

「はばたけ未来へ！京プラン」

＜まち・ひと・しごと・こころ総合戦略（２０１５～２０１９）＞

レジリエンス戦略（２０１９～２０４０）策定

京都ならではのＳＤＧｓ推進

次期京都市基本計画・各区基本計画（２０２０～）

等への理念の反映

世界文化自由都市宣言（１９７８）

２０１９年３月


